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自然とうまく付き合っていくまち“黒潮町”

・高知県西部に位置する町

・人口約1万1000人（高齢者率45%）

・南海トラフ大地震で
“最大震度７”、“最高津波高34m”
の大津波が来ると想定されている

・防災思想「犠牲者ゼロ」のまちを目指
している

高知県立大方高等学校

・全校生徒８２名
・町内唯一の高等学校



国事業の推進体制



発表の流れ

１ 本発表の趣旨

２ 令和３年度入学生を対象とした成果報告
地域人や社会人を巻き込んだ学習について

３ 令和３年度入学生を対象とした成果と課題について



本発表の趣旨

× Problem型

〇 Project型

現在、目に見えている課題
について考え、解決策を見
出す学習

目に見えない未来の課題
を考え、解決策にアプロー
チしていく学習

VUCA時代を
生き抜く人材の育成

社会で求められる力の育成

「学校」と「社会」の関係性

↓

“学校軸”ではなく、
“社会軸”で生徒の力を伸
ばすカリキュラム開発



地域人や社会人を巻き込んだ学習のご紹介

☆学習活動
・ケーススタディ（1年次）
・アイデアソン（2年次）
・ワールドカフェ（1、2年次）

☆評価
・レポート課題の講評
・振り返り
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表現
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〇情報収集の仕方
⇒複数の情報源から情
報収集する意味
〇情報分析の仕方
⇒共通点探し、情報の本
質探し
〇実現可能な目標設定、
数値化（決定）
〇意識改革を促す発表

〇情報収集の仕方
⇒情報収集の方法とその
性質（いい点、欠点）
〇情報分析の仕方
⇒共通点探し、情報の本
質探し
〇意識改革を促す発表

〇情報収集の仕方
⇒不足分の情報収集
〇情報分析の仕方
⇒共通点探し、情報の本
質探し
〇論文、発表での表現
⇒1年間の学びを言語化
⇒適切な言葉で語る

インタビュー
の実施

話の本質

共通点

⇒
ディベート
の実施

テーマ
「日本の教育政策として、
制服を廃止すべきであ
る」

論理的思考の
基礎

多角的なものの
見方

多角的にとらえ
根拠を交えて論

じる

大野内科 小笠原様
「人が働くということ」

の講演会⇒

ワールドカフェの実施

⇒

テーマ
「自分がやろうとしている仕事は
10年後どう変化しているのか、もし
くは変化していないのかを根拠を
交えて論じなさい」

自己×他者×仕事×社会社会



【他者×仕事】 ケーススタディ（1年次）

マージナリア
情報収集

構造化
問を見出す

インタビュー



【他者×仕事】ワールドカフェ（1年次）

テーマ：未来の仕事について考える

※新型コロナウイルス感染症拡大防止の
観点より、オンライン開催

概要：
前の単元「自分×仕事」で情報収集した、
仕事や未来社会に関する内容をもとに、
「実社会においてどのような変化が起き
ているのか」、「これからの社会で求めら
れる力とは」について、社会人の方とディ
スカッションし、未来の仕事について考え
る

参加者：2年生3３名
社会人：11名（高知県内の企業
人の方、東京で働いている方）



4月～7月 2月中旬

テーマ 残念な？黒潮町PJ～ものの見方を変え新たな価値を創造する～
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⇒読み込む力、追加での
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〇情報分析
・構造化する力
PJの企画、遂行、継
続の視点
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8月～2月初旬

〇情報収集・意思決定
・高い視座を持つ必要性
・多角的な情報収集
・客観性、論理性
・自身の考えを的確に伝え
る
〇チーム力の必要性
⇒役割・個々の力を活かす
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⇓
「物事に対しての多様な価値観、

視点の持ち方を学ぶ」

課題定義

「2050年の黒潮町をデザインし、その実現に向け、
近未来の黒潮町を町長に提案せよ」

〇情報収集・意思決定
・高い視座を持つ必要性
・両義的なものの見方
・多角的な情報収集
・SDGsを意識した視点
〇チーム力の必要性
⇒役割・個々の力を活かす
〇電子Bookの効果的な活用
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のプロ



【PBL導入】アイデアソン
テーマ：
私たちのまちを守るアプリを企画せよ

参加者：本校生徒82名、高知商業高校生徒15名
社会人５０名
（役場職員、地域企業人、町内の義務教育学校の教員、歌手、
Ory研究所研究員、東京の企業人）
ファシリテータ4名（高知大学、富士通ラーニングメディア）

評価者：黒潮町長、黒潮町教育長、高知大学次世代地域創造センター長



【2050年の黒潮町】ワールドカフェ

テーマ：未来の黒潮町について考える
参加者：2年生32名、社会人12名（地域振興を専門とする社会人の方）
概要：個人でデザインした2050年の黒潮町を共有し、助言をいただく



【評価・振り返り】

コーチングの専門家を
お招きしての振り返り

高知新聞社記者の方の
課題レポート講評

「教員の視点」ではなく「プロの視点」を入れることで
より充実した振り返りやフィードバックを実現できた



令和３年度入学生を対象とした成果と課題について

生徒視点 教員視点

成果

・社会で求められている力の
育成ができた
・向上心や自走性が芽生えた

・グランドデザインの必要性や意
味を理解し、設計できるように
なった
・各分野での専門家とのつながり
ができた

課題

・答えのない問に対して考え
続けることが難しい生徒が一
定数いる
→パターン化された知識の
獲得、アウトプットがベース
にある

・教育方法の変化を理解しようとし
ない
・卒業後の生徒の生き方に興味が
ない



ご清聴ありがとうございました



参考資料



アイデアソンとは？

アイデアソンとは、アイデア（Idea）とマラソン（Marathon）を掛け合わ
せて造られた造語です。特定のテーマを決めて、そのテーマについてグ
ループ単位でアイデアを出し合い、その結果を競うというイベントのこと



アイデアソンと今後の活動

・課題抽出

アイデアソン
ＰＢＬ

（Project Based Learning）

・集合知の形成

・認知バイアスを外す

・多面的に思考

テーマ
残念な？大方PJ
私が描く未来の黒潮町map

・ものの見方を変え、新たな価
値を想像

・黒潮町にとっての
Ｗｅｌｌ-Beingを定義 etc・・・



「地域学」の地域貢献活動事例

・メモワール
・避難路検証
・避難所運営「オリジナルHUG 」
・JICAとの交流



学校設定科目「地域学」の考え方

マネジメント力

思考力

レジリエンス表現力

コミュニ
ケーション力

社会の役に立つ人材
の育成

・社会への関心
・自己有用感の向上

イメージ図

・メモワール

・避難路検証

・避難所運営

「オリジナルHUG 」

・JICAとの交流

☆学習内容



学校設定科目「地域学」

黒潮町の町づくりの理念
「海との共存」

自治体 大方高校

犠牲者ゼロの町

避難で
“あきらめない”

地域の避難所

社会性の育成

相互メリット

↓

町民全体で

考える「防災」

の実現に向けた

カンフル剤



未来へのメモワール

未来へのメモワールとは・・・

『災害から守りたいもは何ですか❔』

普段見落としがちな大切なものを見つめなおし、
被災時に守りたいものを考えることで、避難意識
を高める

※京都大学が黒潮町で展開 出前授業も実践



避難路検証

犠牲者ゼロを目指す

避難をあきらめている高齢者に高校生が呼びかける効果

高校生の呼びかけに答える高齢者の姿に自己有用感が向上



避難所運営訓練

犠牲者ゼロを目指す

避難後の誰もが安心できる避難所をともに考える
『共助力』の向上を図る

避難所運営の率先者としての自己効力感の向上

※よりリアルな運営を目指し、『オリジナルHUG』を
作製し、実践を重ねる



「地域学」の地域貢献活動の成果と課題



成果と課題

【成果】
・黒潮町と大方高校との連携が相互に効果を生み出していることから
コロナ禍の状況下にあっても継続した活動が行われた。
・住民からの大方高校への信頼度も向上している。

【課題】
・本事業開始以前から確立されていた、黒潮町や京都大学との連携した
関係づくりやカリキュラム開発について、一部の担当者で担っている。
異動に伴う関係性の維持が危惧される。

【対策（案）】
・授業者を固定せず、複数担当制の実現を図る。
・これまでの担当者に依存しない姿勢が求められる。


